
www.jsaf.or. jp

昭和 42年 12月 25日第三種郵便物認可　平成 25年 4月 25日発行（偶数月 25日発行）　通巻 454号　ISSN1882-9643

NO.100



　



3 J-SAILING VOL.100

　

・メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
・会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故による死亡、後遺障害に適用されます。
・JSAFの会報誌「J-SAILING」が送付されます。（高校・ジュニアを除く）
・各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用されます。
・「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。

加入、更新手続きの詳細は各加盟団体にお問い合せください。
http://www.jsaf .or . jp/dantai/

JSAFのメンバーになれば

海に出よう !

JSAFからのメッセージ

新
学
期
を
迎
え
、
中
学
生
に
、
高
校
生
に
、　

そ
し
て
大
学
生
に
な
っ
た
諸
君
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

ま
た
、
希
望
に
燃
え
て
新
社
会
人
と
な
っ
た
セ
ー
ラ
ー
た
ち
に
も

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
心
ま
ま
な
る
人
間
は
い
つ
で
も
海
が
好
き
で
あ
る
。」　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                       

（
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
 / 
中
原
中
也
訳
）

　
四
周
海
で
囲
ま
れ
た
日
本
の
若
者
た
ち
は
、

昔
か
ら
「
わ
れ
は
海
の
子
」
で
し
た
。

と
く
に
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
は
、

勇
気
、
忍
耐
、
冒
険
心
、
創
造
性
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど

人
間
に
と
っ
て
基
本
的
な
資
質
を
養
う
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

セ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ー
ズ
ン
も
開
幕
、
海
に
出
よ
う 

!

　
安
全
を
第
一
に
、
風
や
波
や
潮
を
相
手
に

セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
を
楽
し
む
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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国
体
種
目
が
変
わ
る

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
（
和
歌
山
）
か
ら
変

更
と
な
る
国
体
種
目
は
別
表
の
と
お
り
。

　

少
年
男
子
、
少
年
女
子
の
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ

リ
ッ
ツ
級
に
替
わ
っ
て
４
２
０
級
、
成
年
男
子

の
国
体
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ダ
ー
級
に
替
わ
っ
て

レ
ー
ザ
ー
級
、
成
年
女
子
、
少
年
男
子
、
少
年

女
子
の
シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
ス
モ
ー
ル
リ
グ
に
替

わ
っ
て
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
に
変
更
と
な
っ

た
。
成
年
男
子
の
４
７
０
級
、
成
年
男
子
、
成

年
女
子
の
国
体
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
級
、
成

年
女
子
の
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
に
は
変

更
が
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
決
定
に
先
立
っ
て
、
２
０
１
５

年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
艇
種
に
こ
れ
ま
で
の

Ｆ
Ｊ
級
に
加
え
て
４
２
０
級
が
採
用
さ
れ
こ
と

が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
校
生
た
ち
は

国
体
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
同
じ
艇
種
で

レ
ー
ス
を
競
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
結
果
、
艇
の
購
入
や
技
術
習
得
な
ど
に

か
か
る
資
金
的
、時
間
的
な
負
担
を
軽
減
で
き
、

ユ
ー
ス
世
代
の
セ
ー
リ
ン
グ
環
境
は
さ
ら
に
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
決
定
は

高
体
連
に
と
っ
て
は
大
き
な
変
革
で
あ
る
。

　
変更後

種目

変更なし

レーザー級

変更なし

変更なし

レーザー級ラジアル級

変更なし

４２０級

レーザー級ラジアル級

４２０級

レーザー級ラジアル

現行

種目

４７０級	

国体シングルハンダー級	

国体ウインドサーフィン級

セーリングスピリッツ級

シーホッパー級スモールリグ

国体ウインドサーフィン級

セーリングスピリッツ級

シーホッパー級スモールリグ

セーリングスピリッツ級

シーホッパー級スモールリグ

種別

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

昨年の420級全日本の1シーン。強風から微風まで様々なコンディ
ションでパフォーマンスを発揮すると言われる420級の強風下の
走り（photo by Junichi Hirai）

420級、
国体種目に決定！

 インターハイにも採用!!
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変
更
に
至
る
経
緯

　

世
界
標
準
の
ク
ラ
ス
で
常
に
セ
ー
リ
ン
グ
す

る
こ
と
、
つ
ま
り
国
際
的
に
普
及
し
て
い
る
ク

ラ
ス
を
使
っ
て
国
内
で
練
習
し
、
そ
れ
で
レ
ー

ス
を
戦
わ
ね
ば
、
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
遅

れ
て
し
ま
う
と
い
う
議
論
は
以
前
か
ら
あ
っ

た
。
世
界
で
戦
う
た
め
に
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
先

進
国
で
普
及
す
る
ク
ラ
ス
に
乗
る
の
は
自
然
な

流
れ
だ
ろ
う
。
現
に
４
７
０
級
や
レ
ー
ザ
ー
級

は
国
内
で
も
広
く
普
及
し
、
４
７
０
級
は
そ
れ

な
り
の
成
績
を
国
際
的
に
残
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
４
７
０
級
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
前
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
世
代
の
国
際
標
準

化
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま

時
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
２
０
１
０
年
の
千
葉

国
体
会
場
で
「
国
体
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
参
加
指

導
者・選
手
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。「
国

体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
イ
ン
カ
レ
に
ど
ん
な
艇

種
を
採
用
し
た
い
か
」「
艇
種
を
変
更
す
る
可

能
性
と
問
題
点
は
何
か
」
な
ど
を
問
う
ア
ン

ケ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
は
４
２
０
級
、
レ
ー

ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
の
導
入
を
望
む
声
が
多
く

あ
っ
た
一
方
、
現
状
維
持
を
望
む
意
見
も
見
ら

れ
た
。
そ
の
理
由
は
「
変
更
に
伴
う
資
金
の
問

題
」「
他
の
競
技
会
と
の
種
目
の
違
い
」「
指
導

者
不
足
」「
行
政
の
支
援
が
得
ら
れ
な
い
」
な

ど
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、２
０
１
１
年
２
月
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が「
一

貫
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
会
議
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
種
目
、
国
体
種
目
、
イ
ン
カ
レ
種
目

の
変
更
を
推
進
す
べ
し
と
の
意
見
の
一
方
で
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
壁
の
高
さ
が
改
め
て

浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
当
時
の
河
野
博
文
副
会

制
式
艇
種
の
導
入
を
現
実
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
る
べ
き
か
に
関
し
、
各
都
道
府
県
連
の
意
見

や
要
望
を
知
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
努
力
を
し
た
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
「
４
２
０
級
購
入
資
金
援

助
の
お
願
い
」
の
文
書
を
発
表
し
た
。（
同
97

号
参
照
）

　

高
校
総
体
、
国
体
少
年
種
目
変
更
を
促
す
た

め
に
も
、
４
２
０
級
が
国
内
で
普
及
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
体
連
に
加
盟
す
る
高
校

ヨ
ッ
ト
部
は
１
２
３
校
あ
り
、
各
校
に
４
２
０

級
を
１
艇
ず
つ
無
償
で
提
供
す
る
た
め
の
資
金

は
概
算
で
６
千
万
円
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
一
部
を
負

担
す
る
も
の
の
、
す
べ
て
を
ま
か
な
う
に
は
資

金
が
足
り
な
い
た
め
、
企
業
や
関
連
団
体
か
ら

の
献
金
を
募
る
一
方
、
ユ
ー
ス
世
代
の
先
輩
に

あ
た
る
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
個
人
メ
ン
バ
ー
に
寄
付
を

お
願
い
す
る
と
い
う
呼
び
か
け
だ
。

　

こ
の
呼
び
か
け
は
奏
功
し
、
昨
年
の
12
月
末

の
段
階
で
２
千
４
百
万
円
の
寄
付
が
集
ま
り
、

こ
れ
ら
の
資
金
に
よ
り
４
２
０
級
が
高
校
ヨ
ッ

ト
部
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ま
さ
に
そ
の
と
き
、

今
回
の
国
体
の
艇
種
変
更
が
認
め
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る
。
な
お
、
資
金
は
ま
だ
２
千
万
円
ほ
ど

足
り
ず
、
引
き
続
き
の
支
援
を
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
で
は

求
め
て
い
る
。

地
域
セ
ー
リ
ン
グ
の
環
境
整
備
と 

指
導
者
の
育
成
が
今
後
の
テ
ー
マ　

　

 

セ
ー
リ
ン
グ
が
ユ
ー
ス
層
に
普
及
す
る
に

は
、
楽
し
い
ボ
ー
ト
に
集
中
し
て
乗
り
、
セ
ー

リ
ン
グ
の
面
白
さ
に
目
覚
め
る
こ
と
が
必
要
だ

ろ
う
。
ま
た
、
Ｏ
Ｐ
級
に
乗
る
セ
ー
ラ
ー
が
次

の
ボ
ー
ト
に
ス
ム
ー
ス
に
移
行
で
き
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
Ｏ
Ｐ
級
を
卒

業
し
て
も
長
く
セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

長（
現
会
長
）の「（
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ
り
、

一
気
に
は
解
決
し
な
い
状
況
に
）
目
か
ら
ウ
ロ

コ
が
落
ち
る
思
い
だ
」
と
の
言
葉
が
象
徴
す
る

よ
う
に
、難
問
が
山
積
す
る
状
況
だ
っ
た
。（
本

誌
88
号
、
89
号
参
照
）

J
S
A
F
が
機
関
決
定

　

し
か
し
、
ユ
ー
ス
世
代
の
国
際
標
準
化
を
進

め
る
に
は
４
２
０
級
、
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級

の
採
用
が
も
っ
と
も
効
果
的
と
判
断
し
た
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
は
、
西
岡
一
正
副
会
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
ユ
ー
ス
制
式
艇
種

制
定
導
入
の
た
め
の
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
阻
害
要
因
を
一
つ
ひ
と
つ
取
り
除
く
作
業

を
始
め
た
（
制
式
艇
種
と
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
制
度

と
し
て
採
用
す
る
艇
種
）。

　

実
行
委
員
会
は
ま
ず
、
高
体
連
ヨ
ッ
ト
専
門

部
、
国
体
委
員
会
と
協
力
し
て
各
水
域
で
意
見

交
換
会
を
行
い
、
制
式
艇
種
を
決
定
す
る
際
の

問
題
点
を
て
い
ね
い
に
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
集
約
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
、「
国
体
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が

同
一
の
艇
種
を
使
う
こ
と
」「
最
初
の
導
入
時

に
か
か
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
が

何
ら
か
の
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
」「
県
連
、

高
校
ヨ
ッ
ト
部
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ

の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
」「
指
導
者
の
育
成

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど
の
方
針
が
決

ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
も
意
見
交
換
会
や
議
論
が
重
ね
ら

れ
、
２
０
１
２
年
１
月
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
「
ユ
ー

ス
世
代
制
式
艇
種
に
４
２
０
級
、
レ
ー
ザ
ー
級

を
採
用
す
る
」
こ
と
を
機
関
決
定
し
た
。（
同 

94
号
参
照
）

セ
ー
リ
ン
グ
界
全
体
で
支
え
る

　

そ
の
後
、
実
行
委
員
会
は
、
ユ
ー
ス
世
代
の

　

今
回
の
４
２
０
級
の
普
及
は
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
行
っ
た
も
の
だ

が
、
さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
で
セ
ー
リ

ン
グ
を
楽
し
め
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
作
り
に
は
都
道

府
県
連
と
高
体
連
、
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

方
々
の
連
携
が
必
要
に
な
る
と
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
考

え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
指
導
者
の
方
々
の
参
加
を
促
す
た

め
に
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
必
要
な
手
助
け
を
用
意
し

た
い
と
考
え
る
。

　

一
つ
の
例
と
し
て
、
ユ
ー
ス
世
代
の
選
手
や

コ
ー
チ
の
育
成
を
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
育

成
強
化
と
も
連
動
さ
せ
よ
う
と
の
ア
イ
デ
ア
も

出
て
い
る
。
五
輪
を
目
指
す
選
手
を
対
象
に
行

わ
れ
る
強
化
合
宿
に
ユ
ー
ス
選
手
や
コ
ー
チ
を

招
聘
す
る
の
だ
。
さ
ら
に
は
、
高
体
連
と
も
協

力
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
成
績
優
秀
者
が
国

際
大
会
に
出
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
と
の

考
え
も
あ
る
。
そ
の
試
合
に
顧
問
の
先
生
や

コ
ー
チ
が
帯
同
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
高
校

生
セ
ー
ラ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
い
っ
そ
う

高
ま
る
は
ず
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
種
目
に
シ
ン
グ
ル

ハ
ン
ダ
ー
を
望
む
声
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
高

ま
り
始
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
ち
ら
は
４
２
０

級
以
上
に
採
用
に
至
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
聞

く
が
、
も
し
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
高
校
生
た

ち
に
と
っ
て
世
界
へ
の
道
は
さ
ら
に
広
い
も
の

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

去
る
３
月
、
横
浜
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
ト

シ
ョ
ー
会
場
で
は
、
神
奈
川
県
下
の
高
校
に
配

布
さ
れ
た
ば
か
り
の
４
２
０
級
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
前
で
５
、６
人
の
高
校
生
た
ち
が

シ
ー
ト
の
取
り
回
し
や
乗
り
方
に
関
す
る
話
を

熱
心
に
交
わ
し
、
新
し
い
艇
種
を
前
に
興
味

津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

　

今
回
の
４
２
０
級
の
国
体
採
用
決
定
、
そ
し

て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
導
入
が
、
日
本
の
ユ
ー

ス
セ
ー
ラ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ

の
道
を
歩
む
大
き
な
一
歩
と
な
る
と
予
感
さ
せ

る
シ
ー
ン
だ
っ
た
。

420級の前で、熱心にボートをチェックする高校生セーラーた
ち（3月の国際ボートショー会場で。photo by J-SAILING）

2015 年の和歌山国体から、ヨット競技の種目に 420 級、
レーザーラジアル級が採用されることが決まった。

これまで JSAF はジュニア・ユース世代が国際的な
レベルへ成長するための方法を模索してきた。

ISAF ユースワールドに使われる 420 級、
そして五輪種目のレーザーラジアル級の国体採用で、

ユース世代の国際化の流れは一気に加速する。
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悔いの残る戦いを！

ＪＹＭＡ選抜大学対抗マッチレース
3 月 15 日～ 17 日、於：日産マリーナ東海

レポート／今津浩平（JYMA理事／アンパイア）
写真／平井淳一

２回目の開催となる「ＪＹＭＡ（日本ヨットマッ
チレース協会）選抜大学対抗マッチレース」。大
学生のヨットレースといえば、すぐにインカレを
想起する。インカレを目標に練習し、最高のパ
フォーマンスを発揮し、卒業する。しかし、若く
貴重な時間をセーリングに費やしたというのに、
セーラーとしての技量、経験をその後に活かすこ
となく、燃え尽きてしまう選手も少なくない。大
学対抗マッチは「インカレで燃え尽きないで」を
テーマの一つとし、大学卒業後のセーラーの新た
な道筋を描くことを使命として生まれた。

総当たりで2位だった和歌山大学は、決勝戦で関西大学を
下し優勝。写真は立命館大学との対戦で先行する和歌山大学



7 J-SAILING VOL.100

実
行
委
員
長
・
田
代
和
史　

　
３
月
15
日
の
大
会
初
日
。
集
ま
っ
た
学
生
た

ち
の
前
に
大
会
実
行
委
員
長
が
現
れ
た
。
田
代

和
史
氏
（
54
歳
）。
同
志
社
大
学
ヨ
ッ
ト
部
出

身
。
社
会
人
ヨ
ッ
ト
で
の
活
動
を
経
て
、
現
在

で
も
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
ク
ル
ー
を
こ
な
す
。
Ｊ

Ｙ
Ｍ
Ａ
の
副
会
長
で
あ
り
、
若
い
頃
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
五
輪
を
目
指
す
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

４
７
０
級
ス
キ
ッ
パ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
実
績

が
あ
る
セ
ー
ラ
ー
の
鏡
の
よ
う
な
人
だ
。

　

そ
の
開
会
の
言
葉
に
味
わ
い
が
あ
っ
た
。

　
「
み
な
さ
ん
は
イ
ン
カ
レ
で
レ
ー
ス
に
臨
む

際
、
コ
ー
チ
や
監
督
か
ら
、
必
ず
、
こ
う
言
わ

れ
た
と
思
い
ま
す
―
―
『
悔
い
の
残
る
レ
ー
ス

は
す
る
な
！
』『
悔
い
が
残
ら
ぬ
よ
う
全
力
を

尽
く
せ
！
』
と
。
し
か
し
、今
日
は
違
い
ま
す
。

私
は
こ
う
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
―
―
『
思
い

切
り
悔
い
を
残
し
て
く
だ
さ
い
』。
思
い
切
り

悔
し
い
思
い
を
胸
に
残
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
、楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
の
大
会
な
の
で
す
」

　

悔
い
を
残
す
戦
い
を
最
初
か
ら
目
指
す
選
手

が
い
る
わ
け
は
な
い
。
誰
も
が
全
力
を
尽
く
す

の
が
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
だ
。
し
か
し
、
田
代
氏

の
一
言
こ
そ
が
、
当
大
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
人
の
協
賛
を
得
て
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
。

協
賛
、
協
力
体
制

　

本
レ
ー
ス
の
実
現
に
は
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
数
の
多
さ
た
る
や
通

常
の
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
大
会
と
は
比
較
す
べ
く
も

な
い
。

　

ま
ず
は
、
協
賛
社
と
し
て
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
。
２
年
連
続
で
大
会
に
ご
理
解
を
い

た
だ
い
た
。
関
係
者
と
し
て
心
か
ら
感
謝
し
た

い
。そ
れ
に
続
く
の
は
、国
内
で
活
躍
す
る
キ
ー

ル
ボ
ー
ト
の
艇
名
だ
。
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
、
祖
国

丸
、
月
光
、
シ
エ
ス
タ
、
ガ
ス
ト
…
…　
Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｆ
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
強
化
委
員
会
が
主
体
と

1 位　和歌山大学

4 位　立命館大学

2 位　関西大学

5 位　早稲田大学

3 位　関西学院大学

6 位　同志社大学

7 位　九州大学

10 位　慶應義塾大学

8 位　東京大学

11 位　東北大学

9 位　金沢大学

12 位　中部学連選抜チーム

な
っ
て
、大
会
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ー
ナ
ー
と
会
い
、

協
賛
を
募
っ
た
も
の
だ
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
と
、
オ
ー
ナ
ー
た
ち

に
と
っ
て
も
、
学
生
ヨ
ッ
ト
で
鍛
え
ら
れ
た

セ
ー
ラ
ー
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入
れ

た
い
と
い
う
思
い
は
非
常
に
強
い
ハ
ズ
だ
。
主

催
の
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
と
徹
底
し
た
協
力
体
制
を
敷
い

た
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
強
化
委
員
会
と
同

じ
願
い
や
希
望
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。
せ
っ
か

く
学
ん
だ
ヨ
ッ
ト
な
の
だ
か
ら
、
イ
ン
カ
レ
で

燃
え
尽
き
ず
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
卒
業
後

も
や
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。

　

大
学
対
抗
マ
ッ
チ
は
、
し
か
る
べ
き
選
手
た

ち
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
、

協
力
的
な
開
催
場
所
、
協
賛
社
・
者
、
さ
ら
に

は
選
手
た
ち
の
卒
業
後
の
受
け
皿
と
な
る
仕
組

み
の
す
べ
て
を
揃
え
て
、
実
に
贅
沢
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
へ
の 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

今
回
集
ま
っ
た
12
校
の
選
手
た
ち
は
学
連
で

鍛
え
ら
れ
た
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
熟
練
者
だ
が
、

キ
ー
ル
ボ
ー
ト
と
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
に
つ
い
て
は

初
心
者
に
等
し
い
。

　

彼
ら
は
イ
ン
カ
レ
が
終
わ
っ
た
後
、
本
大
会

を
目
指
し
て
練
習
を
開
始
し
た
。
一
部
の
選
手

を
除
き
、
今
年
の
１
月
か
ら
練
習
を
始
め
た
ば

か
り
だ
。
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
キ
ー
ル
ボ
ー

ト
強
化
委
員
会
、
有
志
が
、
日
本
各
地
で
主
に

Ｊ
／
24
に
よ
る
練
習
会
を
企
画
し
、
選
手
た
ち

は
都
合
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
つ
つ
腕
を
磨
い
て
き
た
。
そ
の
開
催

地
は
関
東
（
相
模
湾
）、
日
産
マ
リ
ー
ナ
東
海
、

志
摩
Ｙ
Ｈ
、
和
歌
山
セ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

小
戸
Ｙ
Ｈ
、
新
西
宮
Ｙ
Ｈ
他
と
様
々
。

　

選
手
の
意
気
込
み
も
凄
ま
じ
い
が
、
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陣
の
熱
意
に
も

頭
が
下
が
る
。
学
連
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
す
る
一
流

の
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
選
手
た
ち
が
指
導
を
申
し
出

て
、
彼
ら
の
技
術
を
惜
し
み
な
く
伝
え
た
。
少

な
い
機
会
に
加
え
て
、
冬
場
の
悪
コ
ン
デ
ィ
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シ
ョ
ン
も
あ
り
、
納
得
の
ゆ
く
練
習
が
で
き
た

チ
ー
ム
は
そ
う
は
い
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。

だ
が
、
筆
者
も
い
く
つ
か
の
練
習
会
に
参
加
し

た
が
、
彼
ら
の
上
達
度
は
素
晴
ら
し
く
、
運
営

陣
の
熱
意
に
も
支
え
ら
れ
て
、
見
事
な
ま
で
に

短
期
間
で
、「
戦
え
る
」
マ
ッ
チ
レ
ー
サ
ー
に

育
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
熱
戦

　
３
月
中
旬
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
に
と
っ
て
比
較

的
い
い
季
節
だ
。
厳
し
い
寒
さ
は
去
り
、
強
烈

な
季
節
風
や
突
風
の
危
惧
も
少
な
い
。
む
し
ろ

今
年
は
想
像
以
上
に
好
天
に
恵
ま
れ
、
レ
ー
ス

委
員
長
を
や
や
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
初
日
と
最
終
日
は
無
風
～
微
風
な
が

ら
、
２
日
目
は
絶
好
の
良
風
の
中
で
多
く
の

マ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
結
果
、
３
日
間

の
会
期
内
で
予
定
さ
れ
て
い
た
対
戦
が
概
ね
す

べ
て
こ
な
せ
た
の
だ
か
ら
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

も
上
々
だ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

微
風
か
ら
強
風
と
い
う
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
風
域
の
中
、
ま
ず
は
全
12
チ
ー
ム
に
よ
る
ラ

ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
（
総
当
た
り
）
で
勝
敗
が
競
わ

れ
た
。
12
チ
ー
ム
の
総
当
た
り
を
す
べ
て
消
化

す
る
た
め
に
は
66
マ
ッ
チ
。
１
フ
ラ
イ
ト
あ
た

り
３
マ
ッ
チ
が
同
時
に
行
わ
れ
る
の
で
、
22
フ

ラ
イ
ト
が
必
要
に
な
る
。
通
常
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
下
で
１
日
に
消
化
で
き
る
フ
ラ
イ
ト
数

は
８
か
ら
９
だ
か
ら
、
３
日
間
の
会
期
で
も
か

な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
。
選
手

た
ち
は
微
風
か
ら
強
風
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
状
況

下
で
練
習
の
成
果
を
試
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
さ
す
が
に
学
連
で
鍛
え
ら

れ
て
き
た
選
手
た
ち
だ
と
感
服
す
る
。
マ
ッ
チ

レ
ー
ス
の
勘
所
が
ま
だ
押
さ
え
切
れ
な
い
戦
術

的
な
稚
拙
さ
は
見
え
隠
れ
す
る
も
の
の
、
セ
ー

リ
ン
グ
に
は
経
験
と
実
績
に
裏
付
け
ら
れ
た
力

強
さ
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ス
タ
ー
ト
で
後

塵
を
拝
し
て
も
、諦
め
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、

そ
こ
か
ら
し
っ
か
り
逆
転
を
見
据
え
た
レ
ー
ス

と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
彼
ら
が
背
負
う
大
学
名
が
そ
の
背

中
を
押
す
。
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
の
66
マ
ッ
チ
の

す
べ
て
が
見
応
え
の
あ
る
マ
ッ
チ
と
な
っ
た

が
、
と
く
に
最
終
マ
ッ
チ
の
早
慶
対
決
は
、
大

学
対
抗
マ
ッ
チ
の
象
徴
的
シ
ー
ン
だ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
レ
ー
ス
前
に
艇
上
に
て
両
校
の
応

援
歌
が
交
わ
さ
れ
、
そ
れ
に
続
く
マ
ッ
チ
は
息

を
の
む
ほ
ど
の
熾
烈
な
も
の
と
な
っ
た
。
レ
ー

ス
後
に
石
黒
レ
ー
ス
委
員
が
、「
あ
の
ク
ル
ー

ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
上
位
に
い
け
た
で

し
ょ
う
？
」
と
、
呆
れ
か
え
る
ほ
ど
見
事
な
ク

ル
ー
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
の
も
、
短
期
間
で
上

達
で
き
る
若
さ
を
備
え
、
か
つ
学
校
の
名
誉
を

背
負
っ
て
い
る
大
学
生
ゆ
え
に
な
せ
る
技
な
の

だ
と
確
信
す
る
。

優
勝
は
和
歌
山
大
学

　

大
会
３
日
目
。
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
も
残
り
２

フ
ラ
イ
ト
ま
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
三
河
湾
は

い
っ
た
ん
鏡
の
よ
う
な
海
面
と
な
っ
た
。
暖
か

い
快
晴
の
天
気
。艇
上
に
も
半
袖
姿
が
目
立
つ
。

こ
れ
は
万
事
窮
し
た
か
に
見
え
た
が
、
午
後
１

時
を
過
ぎ
た
頃
、
ま
ず
東
か
ら
微
風
が
入
り
込

み
、
そ
の
後
少
し
南
に
振
れ
た
後
、
安
定
し
た

風
が
吹
き
始
め
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
22
フ
ラ
イ
ト
が
完
遂
さ

れ
、
こ
こ
ま
で
の
成
績
が
掲
示
さ
れ
る
。
第
１

位
は
関
西
大
学
、
第
２
位
は
和
歌
山
大
学
。
こ

の
２
校
で
決
勝
マ
ッ
チ
が
競
わ
れ
る
。
予
定
で

は
３
戦
マ
ッ
チ
２
勝
先
取
方
式
だ
っ
た
が
、
時

間
は
な
く
、
一
発
勝
負
と
な
っ
た
。

　

両
校
と
も
に
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
中
、
最
終

マ
ッ
チ
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
逃
げ
る
関

西
大
学
、
そ
れ
を
追
う
和
歌
山
大
学
。
風
下
の

レ
グ
で
シ
ャ
ド
ウ
に
入
れ
た
和
歌
山
が
一
気
に

関
西
に
追
い
つ
き
、
下
マ
ー
ク
で
マ
ー
ク
ル
ー

ム
を
奪
う
。
が
、
わ
ず
か
に
空
い
た
ル
ー
ム
を

見
逃
さ
ず
、
そ
こ
に
関
西
が
入
り
こ
む
。
ま
っ

た
く
目
を
離
せ
な
い
。
最
後
の
上
マ
ー
ク
で
は

今
度
は
関
西
が
和
歌
山
を
ゾ
ー
ン
の
わ
ず
か
外

側
で
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
。
タ
ッ
ク
を
返
し
て
マ
ー

ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
入
る
と
こ
ろ
で
、
和
歌
山
が

内
側
か
ら
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
、
マ
ー
ク

ル
ー
ム
を
奪
お
う
と
す
る
。
関
西
は
す
か
さ
ず

ラ
フ
ア
ッ
プ
。
ア
ン
パ
イ
ア
の
判
定
は
グ
リ
ー

ン
＆
ホ
ワ
イ
ト
（
両
艇
ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
し
）。

こ
こ
で
勝
負
あ
っ
た
か
。
こ
の
先
行
の
差
を

キ
ー
プ
し
た
ま
ま
和
歌
山
が
先
に
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ン
を
横
切
り
、
２
０
１
３
年
大
学
対

抗
マ
ッ
チ
は
、
和
歌
山
大
学
の
優
勝
に
て
幕
を

閉
じ
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
の
66
マ
ッ
チ
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
に
続
い
た
熾
烈
な
決
勝
マ
ッ
チ
は
、

大
学
対
抗
マ
ッ
チ
の
歴
史
に
残
る
戦
い
に
な
っ

た
。
ご
く
短
期
間
で
こ
の
レ
ベ
ル
ま
で
技
量
を

高
め
た
優
秀
な
学
生
セ
ー
ラ
ー
た
ち
が
、
卒
業

後
も
キ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
世
界
で
活
躍
し
て
ゆ
く

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

田中正昭チーフアンパイア
（左）。右は観戦に訪れた河野博
文JSAF会長

成績詳細　http://www.matchrace.gr.jp/race/2013/03unv.html

■優勝の和歌山大学　スキッパー　山崎　晃

５つの頭と10の目をフルに活用する。そして、５人それぞれ
の役割をそれぞれが責任を持って果たす。これが一番の勝因で
す。今年卒業の私と、和大ＯＢでチームシエスタの河淵さん以
外のクルー３名は後輩に乗ってもらいました。なぜなら、ディ
ンギーを引退してからもこんなにも楽しいヨットレースがある
ことを知ってほしかったからです。実際、レース終了後「引退
してからもキールボートに乗って活躍したい！」という声が聞
け、嬉しかったです。今大会では同世代のセーラーと戦うこと
ができて幸せでした。また皆さんと海の上で戦いたいです！

■講評　チーフアンパイア　田中正昭

フライトを重ねるごとに選手たちが上達するのにはいつも驚か
されます。練習の賜物と言えますが、一方では大学ヨット部で
鍛えられた実力が発揮されたということでしょう。インカレ上
位校がひしめく中で、ダークホース（失礼！）和歌山大学が見
事に優勝したことは興味深いですね。マッチレースは、慣れな
い艇を即座に乗りこなす感覚とフィジカルなクルーワーク、戦
術やルールの理解度、不利になっても切り替えて挽回を狙うメ
ンタルなコントロール等々、セーラーとしての総合力が試され
ます。その面で和大は少しだけ他校よりかみ合ったのかもしれ
ません。今回の経験は、皆さんのこれからのセーリングに必ず
や役に立つことでしょう。

■今回は無念の最下位　中部学連選抜チーム　佐藤洋一

「インカレ上位校に食らいつく」「中部の学生をキールボートへ」
この２つの命題を掲げて結成した中部学連選抜チーム。悔しい
結果になってしまいましたが、この半年間の活動を通して実に
様々なセーラーとの出会いがあり、今回のマッチイベントを通
じて一気にヨットの世界が変わりました。世代、大学、水域を
越えてセーラーと繋がることができた今回の経験は、私たちに
とって大きな財産になっていくと思います。

2日目の強風ではマッチレースのタクティクス
に加えて、ハンドリングの難しさが加わったが、
各チームともキールボート初心者とは思えない
ほどレースごとにうまくなっていった


